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In the previous issue authors reported on the characteristics of electrical figures obtained 
from four kinds of impulse voltages and showed their differences produced from wave 
forms. 
In this paper the characteristics of the same impulse voltages which are chopped at their 
crest value are mentioned. Comparison of the characteristics of chopped wave to the whole 
one， and influence of wave tail on the figure are discussed also. 
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先θ報告(1lに沿いて各種の筒撃電圧波形の全波々形について影像D最大の延びθ長さと印都電圧
波高値との関係， .l!D影像特性について実験した結果を述べた口今回は前と同一種類の波形をそれ等
の波高値で裁断した場合に得られる影像の特性を求めて各種波形。問。特性の相違を調べ併せて全
波影像の特性と比較して衝撃電圧波形の波尾白影響の程度をも検討してみた。
実 験
使用した波形は前に全波の時に用いた2こ同様な件l種類でこれ等を第一図に示しである。全i皮の実
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第一図 実験に使用した波形
験の時はこの他に正負両方向。振動を含む波形も用いたが今度は装置の関係上とり波形を出せなか
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ったので省いた。波形の猷断には 62.5問問直径の球間i涼を衝撃電圧発生回路と並列に挿入して過渡
理象直視装置で観測して波高値で横断する様に調整しだ口猶私断する場合に議断，点で、過渡的振動が
入るととが時々あるのでこれを防止する様に注意を払った。影像をとる Klydonographも前と同
様のものを用いた。撤断波形景子像の電圧に対応する一連を示せば、第二図 (a，b)の通りで本景f像は
標準波形の例
である o とれ
等各影像の分
校のうちで最
大なものを と
り中心からそ
の尖端までの
直線距離すな
わち延びの長
さを計りとれ
に対する印加
電圧波高値カミ
らしてその波
形の〈印札電
圧波高値一一
延び〉の特性
を求めたので
あるo 元来放
電関係の実験
データはその
本質上所謂ば
らつきが甚し
く確率的乃至
は統計的に処
理するべき性
質のものであ
るが今回は
点の測定値を
伴るために数
回の同一笑験
を行ってそれ
等の平均値カ瓦
ら求めたo 更
に笑験時の気
圧，温度及び
湿度の影響も
考慮するべき
第二区]a
標準波形(1 x 40) /lSの
正電気影像磁断波
第二区Ib
標準波形(1 x 40)仰の
載断波電気影像
であるが測定時のこれ等の変化は献く僅かで‘あったので他の面から現れる誤差と比較勘案して ー 'E"t~
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考えないことにした。然し電圧較正の際には切論乙れ等に対する補正を行った。
実験結果。数値は下り第一表に示す通りであって更にこれを各波形について曲棋で示したもむが
第三図及び第五図で前者は正影像，後者は負野像の特性である。
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実験結果の検討
( i )正 D 蔵断波影像の特性(第三図〉
電気映像について印加電圧波高値，波頭峻度及び、影イ象。延び、θ長さの問。関係主示す式として前
回にも掲げた通り Toepler(J)ものがある tへ
と乙lこ
1 = KVd (-g; )問。
1 影像の延びの長さ
V 印加衝撃電圧波高値
17:波頭峻度
K 極性及び、電極間表面単位静電容量に関する常数
上式は影像が Gleitbuschel([)形をもっている範聞で市も 160cmまで適用されるものと考えら
れているが更に最近大木正路氏はGleitbuschelが電圧の上昇と共に進展して沿面閃絡を発生した場
合にも〈とり時 lは沿面閃粕距離となる〉成立するととを全波D場合について示されたtヘKlyd-
onographを用いて漸次電圧を上げて行つで沿面閃絡を発生させた場合その乾板の影像を調べてみ
ると閃絡は全面的に生じるものではな〈て或る一方向に発生するのが普通であってとり方向は恐ら
くGleitbuschelが進展する際そり分校の最大たものの方向と一致すると推測される。従ってとD
実験で問題にしている影像の最大の延び、について裁断波で、はあるが上式は波頭峻度丈を考慮してい
るDであるから適用出来る筈であるo そとで第一図の四種の波形について考えると電圧波高値に対
する影像の延び、の大きさは波頭峻度。大きさ，即ち①②④③の)1慎序になる筈であるが第三図をみる
ととの様註相互関係にはなっていない。最も急峻波頭の波形①D延び、は非常に小さく標準波②及び
緩波頭⑧の延びは大差た〈②と③の中問。波頭急峻度をもっ④はとれ等より相当小さい延び、を示し
ていて金般的に眺めて影像θ延びが波頭の急峻度。1聞になっているのは⑧と⑧D相互関係丈で全波
D場合とは趣を異にしている。特に急峻波頭の波①の延び自体及びその電圧上昇に対する延びの増
加率の目立って小さいととについて初めは波頭が急峻のために載断が波高点で行われ守、に波頭θ部
舟で裁断した結果ではないかと思って細心の‘注意を払って観測し波高点載断を確認、して再三測定し
てみたが略同ーの特性を示し結局直立波に近い様危急峻度の大きい波形の議断波影イ象。延びは他。
載断波形の延びより非常に小さいという事が判った白吹にとれ等の正の裁断波の影像特性を正白金
波の特性(第四図〉と上ヒペると次の相違点がある。
a ) 急峻波①はその全波影像に比較して載断波影像vi!Eびは非常に小さく叉電圧上昇に対する
延びD増加の割合も小さい。
b) 波尾に振動を含む波形④D全波影像の延びは 12KV位以上ではその波頭峻度が標準波②と
緩波頭⑤θ中間にあるに拘ら宇他。何れの波形の影像の延びより大きい特徴を示していたが裁断波
最多像D時はそD延びは相当小さく在っている。
c ) 標準波形②も比較的電圧の小さい範囲〈約 16KV以下〉では影像の延び、は全波に比べて裁
断波の方が小さ〈との範囲以上の電圧では両者略同じ特性を示す。
d ) 藤波頭⑨0影像の延びは全波D場合より載断波の方が大きい口
次に波尾の影響についてみると前掲の (a). (b)及び (c)からして急峻波形①，標準波②，及
'(J波尾に振動を含む波形④には afterdischargeによる波尾(Deffectが或る程度現れていると考え
られる o 特に波形①に1ないて著しい。緩波頭③の畿断波影像。延び、が全波のそれより大きくなった
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理由は判然としたいが或いは戴断時に多少過渡振動を伴った:結果ではないかとも考えられるので更
に詳細に測定検討を行うつもりである。
(ii) 負の裁断波の特性〈第五図〉
全般に負の載断波影像は正のそれに比ペて延びが小さく E電圧に対する延びの増加の割合即特性
D傾きもゆるい。 DP全波D時と同じ様な相互関係にあるo最も急峻波頭。波形①D延びは正影像の
場合と同じくその長さ及び増加の割合が極めて小さいD 標準法形②と緩波頭波形③D裁断波彰像。
延びは大差主主〈波尾に振動を含む波形④の裁断波彰イ象。延びはとれ等より相当小さ¥'0四種。波形
。影像の延び0大きさが波頭峻度の大きさcol聞になっているDは正0蔵断成。場合と同じく②と③
の相互関係丈である o
次にとれ等D負。載断波影像特性を負白金波影像特性〈第六図〉と比較してみると次0通りであ
る。
a ) 急峻波頭の波形①D裁断波群像の延びは全波のそれに比べて概して小さく正影像と同じ関
係にあるo
d ) 波尾に振動を含む波形④D識断波影像。延び、も正影イ象。場合と同じく全波りそれより小さ
v、。
c ) 標準波②及び緩波頭D波形③の影像。延びは裁断波D方が全波の時より大きい。
波尾D影響については上v(a)及び (b)からして急峻波形①と波尾に振動を含む波形④の欝橡に
は正D場合と同様に afterdischarge 0:> effectが現れている様に思われる口 (c)の原因について
は正影像の時と同じく検討してみる積りである口
結 -=白= 巨司
四種の衝撃電圧をそり波高値で戴断したものについてそれ等D正及び負。電気影像D特性及び全
波影像と比較して波尾の影響を調べた。直立波に近い急峻波頭を有する波形①及び波尾に振動を含
む波形④む裁断波影像。延び、は他D標準波形②及び、緩波頭。波形③Dものより小さく殊に波形①に
との傾向が著しい。叉影像の延びの長さは必宇、しも波頭峻度。大小に対応していない。更に裁断波
影像特性を金波のそれと比較してみると急峻波形①の影像D延びは格段に小さく又振動を含む波形
④の延びも相当小さ〈現れていて何れも波尾白影響が見られる様に思われるが一方緩波頭。波形⑧
む様に寧ろ載断影像C延び、白方が全波D場合より大きく出ているD もあるので乙D原因を更に確か
めないと一概には断定出来兼ねる状態である D
猶 Klydonographによる測定はそのデータの処理に多大の手数主要しこの実験0様に同一点。
測定を多数回繰り返して行う必要のある場合には困難を伴うので現在乙れの代りに DustFigure 
による影儀特性D実験を行っている o 乙れについては又後日報告Fる予定である。
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